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［成果情報名］高 CP 飼料給与時における NFC 強化は尿量が減少し体窒素蓄積量が増加する 

［要約］全糞全尿採取による窒素出納試験により濃厚飼料の CP が 18%の条件下では、NFC が 39

の場合より、45 まで高めた方が尿の排泄量が少なくなり、窒素の体蓄積率、体蓄積量が向上する

ことが判明した。 
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［背景・ねらい］ 

生産現場において日本飼養標準の要求量より粗タンパク質（CP）を大幅に強化している

事例が見られる。その効果については、個体ごとの能力差が影響する肥育成績や枝肉成績

等の比較だけでは判断が難しい。そこで本研究では、CP 強化による体蓄積効果を全糞全尿

回収による窒素出納試験により検証する。  

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１． 平均 16.2 カ月齢の黒毛和種未経産雌牛３頭に CP 含量(12 及び 18)と NFC 含量(39 及

び 45)がそれぞれ異なる３種類の濃厚飼料を給与し、全糞全尿採取による窒素出納を行

うことで窒素の体蓄積率や体蓄積量を推定した（図１）。試験飼料の組成及び養分の実

測値は表１に示す。  

 

２． CP12 は CP18 より尿量は少なくなるが、同じ CP18 で比較すると NFC39 より 45 の

方が尿量が少なくなる（表２）。  

 

３． CP18 は CP12 と比べて窒素蓄積率は低くなるが、蓄積量は多くなる（表２）。  

 

４． 同じ CP18 で比較すると NFC39 よりも 45 の方が窒素蓄積率が向上し、蓄積量が多

くなる（表２）。  

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

 

１． CP を下げる又は NFC を上げることで排泄する尿量が少なくなり環境への負荷が軽減

できる。  

２．高 CP 濃厚飼料を給与する場合、NFC とのバランスを考慮した方が窒素の無駄が少な

くなり、増体効果が期待できる。 

３．本研究は１期５日間という短期間での効果について検証したものであり、長期間給与

した場合の効果や健康等への影響については今後検証が必要である。 
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［具体的データ］ 

  

 

１）共試牛：黒毛和種雌牛（未経産）３頭（試験時 平均 16.2 カ月齢） 

２）試験飼料：試験飼料①CP12 TDN71 NFC45 ②CP18 TDN71 NFC39 ③CP18 TDN74.4 NFC45 

   (成分は日本標準飼料成分表 2009 年版の計算上の数値) 

３）方法：予備期９日、試験期５日をⅠ期とする全糞、全尿採取による消化試験を３×３ラテン方格法により実施  
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表２．排泄量、窒素出納

項目

排泄量（kg/日）

生糞 15.5 ±1.1 14.9 ±1.3 14.1 ±0.9

尿 12.5 ±6.4 17.3 ±5.1 14.4 ±4.1 p＜0.05

窒素出納

N摂取量（g/日） 154.2 ±5.7 230.1 ±7.8 225.1 ±10.9 p＜0.01

糞中N排泄量（g/日） 58.6 ±5.1 60.5 ±6.7 62.2 ±0.7

糞中N排泄割合（%） 38.0 ±2.8 26.2 ±2.0 27.7 ±1.6 p＜0.01

尿中N排泄量（g/日） 85.4 ±10 .7 157.4 ±18 .6 148.5 ±10 .6 p＜0.05

尿中N排泄割合（%） 55.4 ±6.5 68.3 ±6.8 66.0 ±3.2

N蓄積量（g/日） 10.2 ±5.7 12.2 ±15 .8 14.3 ±7.5

N蓄積率（%） 6.7 ±3.7 5.4 ±7.1 6.3 ±3.2

AB:異符号間で有意差あり
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図１．試験の条件設定  


